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ある日
ひ

、3匹
びき

の ねずみの 兄弟
きょうだい

の ところへ おばあちゃんから 手紙
て が み

が 届
とど

きました。 

それには、こんな ことが 書
か

いて ありました。 

新
あたら

しい 毛糸
け い と

で、お前
まえ

たちの チョッキを 編
あ

んで います。毛糸
け い と

の 色
いろ

は、赤
あか

と 青
あお

です。 

もうすぐ 編
あ

み上
あ

がります。楽
たの

しみに 待
ま

って いて ください。 

さあ、3匹
びき

は 大喜
おおよろこ

び。 

「僕
ぼく

は 赤
あか

が いいな。」 

「僕
ぼく

は 青
あお

が 好
す

き。」 

「僕
ぼく

は 赤
あか

と 青
あお

。」 

「チロのは、ないよ。」 

チロと いうのは 弟
おとうと

の ねずみの 名前
な ま え

です。 

「そうよ。青
あお

いのと 赤
あか

いのだけよ。」 

「そんな こと ないよ。僕
ぼく

のも あるよ。」 

チロは、慌
あわ

てて 言
い

い返
かえ

しましたが、本当
ほんとう

は とても 心配
しんぱい

でした。 

もしかすると、おばあちゃんは、一番
いちばん

 小
ちい

さい チロの ことを 忘
わす

れて しまったかも しれません。 

「そうだったら、どう しよう。」 

兄
にい

さんねずみや 姉
ねえ

さんねずみと 違
ちが

って、チロは まだ 字
じ

が 書
か

けません。 

だから、手紙
て が み

で おばあちゃんに 頼
たの

む ことも できないのです。 

「そうだ、いい こと 考
かんが

えた。」 

「おばあちゃあん、……。」 

「おばあちゃあん、おばあちゃあん、おばあちゃあん、おばあちゃあん……。」 

「僕
ぼく

の 声
こえ

が 飛
と

んでった。おばあちゃん家
ち

へ 飛
と

んでった。」 

「僕
ぼく

は、チロだよう。」 

「チロだよう、チロだよう、チロだよう…。」 

チロは 大
おお

きく 口
くち

を 開
あ

け、一番
いちばん

 大事
だ い じ

な ことを 言
い

いました。 

「僕
ぼく

にも チョッキ、編
あ

んでね。」 



「編
あ

んでね、編
あ

んでね、編
あ

んでね…。」 

何日
なんにち

か 経
た

って、おばあちゃんから 小包
こづつみ

が 届
とど

きました。 

中
なか

には 毛糸
け い と

の チョッキが 3枚
まい

 入
はい

って いました。 

一番
いちばん

 大
おお

きいのが、赤
あか

。次
つぎ

が、青
あお

。小
ちい

さいのは 赤
あか

と 青
あお

の 横
よ こ

じまでした。 

「あ、しましまだ。大
だあい

好
す

き。」 

チロは、さっそく チョッキを 着
き

ると、丘
おか

の てっぺんへ かけ上
のぼ

りました。 

「おばあちゃあん、……。」 

「おばあちゃあん、おばあちゃあん、おばあちゃあん、おばあちゃあん……。」 

「僕
ぼく

は チロだよう。」 

「チロだよう、チロだよう、チロだよう…。」 

「しましまの チョッキ」 

「チョッキ、チョッキ、チョッキ…」 

「ありがとう。」 

「ありがとう、ありがとう、ありがとう…。」 

「あ、り、が、と、う。」 

「とう、とう、とう…。」 

 

 


